






水素は陽子１個と電子１個からなる最も単純な元素であり、宇宙では最も大量に存在する元素である。この
水素をエネルギー媒体として利用するのが水素エネルギーシステムであり、これからのクリーンエネルギー対
策の切り札として注目されている。
水素エネルギーが注目されだしたのは 1970 年代であり、オイルショックもあり、化石燃料に代替するエネ

ルギー、すなわち多様なエネルギー利用の一環として開発が進められた。その後、石油価格が落ち着くととも
に、化石燃料代替ではなく、環境対策としての位置付けが強く意識されるようになった。近年の動きを見ると、
このクリーンエネルギーとしての位置付けとともに、バレル 100 ドルを超える石油対策、資源対策としての位
置付けの両面が見られる。
水素は天然にはガスの形で存在せず、大部分は水あるいは海水として存在する。従って、利用に際しては作

り出す必要があるが、化石燃料、原子力エネルギー、再生可能エネルギー、いずれの一次エネルギーを用いて
も作り出すことができる。すなわち多様なエネルギー形態に柔軟に対応することが可能である。
化石燃料の場合、二酸化炭素の排出は避けられず、地球温暖化の主原因と考えられている。ここでは化石燃

料の二酸化炭素排出速度が地球による吸収速度を上回っており、空気中の二酸化炭素濃度上昇の主要因となっ
ている。これが地球温暖化の主原因であることが昨年の ICCP 第４次報告書でも明確に示されている。
一方、水素は利用に際して生成するものは水だけであり、環境汚染物質は生成しない。ここで生成する水は、

地球を循環している量が二酸化炭素の約１万倍であり、循環スピードもおよそ千倍である。すなわち、二酸化
炭素あるいは水をエネルギー循環媒体として考えたとき、水は千倍以上優れた媒体といえる。
爆発的に増大する地球レベルでの人口、この増大する人口の生活レベルの向上に対応するために化石燃料を

使用するエネルギーシステムが不適確であることは、この温暖化現象で明確になっている。水素エネルギーは
この化石燃料に比べて、千倍以上環境に優しいエネルギーシステムである。
天然に存在しない水素を安価に、大量に、効率よく作り出すことは水素エネルギーの出発点であり、技術開

発の大きな課題である。化石燃料を水蒸気改質することにより、比較的安価で、大量に水素は作れる。しかし、
この場合は、同時に二酸化炭素も生成するので、その処理をきちっと行わないと、真の水素エネルギーからは
外れることになる。究極の水素エネルギーシステムは再生可能エネルギーを利用して水から水素を作り、それ
をエネルギー媒体として利用することにある。水素を利用すると水のみが生成するので、エネルギー媒体の地
球レベルでの循環が定常的に進むことになる。増大する人口、増大するエネルギー消費に対応して、人類の持
続型成長を可能にするエネルギーシステムはこれしかないはずである。
再生可能エネルギーは密度が小さく、あるいは偏在しており、利用が困難である。我が国の実情を考えると、

まさにその通りで、大きなエネルギー需要を国内の再生可能エネルギーでまかなうのは現状技術では困難であ
ろう。しかし、目を世界に転ずると話は異なってくる。アイスランドは水素エネルギー立国を宣言している。
南米アルゼンチン南部のパタゴニア地方の風力エネルギーの潜在量は 9.7 兆 kWh／年であり、日本の火力、原
子力を含めた総発電量の 10倍となる。この風力発電の電気を利用して水電解を行えば水素がかなり安価で生
産可能のはずである。パタゴニアの風車でできた水素で燃料電池車を動かすと 18億台（現在世界には９億台
の車がある）を稼働させることが可能である。自動車に課せられている環境対応は一挙に解決するはずである。
今は、単なる荒野が広がっているだけだが、これからのクリーンエネルギーを支えるだけのポテンシャルを有
している。
1874 年、80日間世界一周で有名なフランスの空想科学小説家ジューヌ・ベルヌはその著作「神秘の島」の

中で水素と酸素から成る水がエネルギーの切り札になるとの予言をした。それから 130 年余、今まさにそれが
必要な時代と成っている。きちっとした土台の上に、着実な成果の積み上げが進められることを期待したい。
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　水素社会はゼロエミッションで実現されることが理想です。

調理関連残渣もゼロエミッションで水素を製造するための有力な資源です。

（富士電機アドバンストテクノロジー㈱）
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